





発行 日 平成 28 年 12 月 20 日 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 県 内 各界 、 各 層 の 組織 の 横断 的 か つ 意 欲 あ る 「 参 画 」「 連 携 」 を 実現 し 、 さ ら に 、 各 組織 の 知恵 
を 結 信 し 、 ス ピー ド 感 を 持っ て 「 実 践 」 す る こと に より 、 地 域 の 総合 的 な 発展 を 目指 す 新 し い ネ ットワーク で す 。 





会 員 の 医 様 に は 、 人 益々 御 清 党 の こと と お 長 び 申し 上 げ ま す 。 今年 度 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 東 日 本 


大 雲 災 津波 か ら の 復旧 復興 を テー マ に 活動 し て いま す 。 


本 号 で は 、 去 る 11 月 22 日 ( 火 ) に 開催 され た 平成 28 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブ を 中 心 に 報告 いた し ます 。 


H23 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


1 は じ め に 

平成 2 年 11 月 22 日 ( 火 ) の 15 時 か ら 、 岩手 大 学 
内 の 盛岡 市 地域 連携 研究 セン ター( 大 会 議 室 MIU) 
に お いて 、 平 成 23 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル が 開 
催さ れ ま し た 。 

今回 は 、 2 部 構成 で 開催 され 、 前 半 は 各 作 業 部 会 
の 活動 状況 と 、 会 員 の 震 災 か ら の 復興 へ の 取組 事例 
が 報告 され まし た 。 

後半 は 、「 震 災 復興 を テー マ に 国 の 3 次 補正 

予算 に も 焦点 を 当て て 」 と いう テー マ で 、 ラ ウン ド テ ー 
ブル メン ミー に よる ディ スカ ッ シ ョ ン が 行わ れ ま し た 。 





2 部 会 の 報告 
〇 第 2 作業 部 会 


今年 度 は 、 被災 し た 沿岸 地域 の 産業 復興 支援 
(特に も の づく り 企 業 ) を テー マ と し 、 第 19 回 目 の 作 
業 部 会 を 11 月 14 日 に 開催 し て 、 こ れ ま で の 取組 と 
今後 の 方 向 性 に つい て 検討 し まし た 。 
〇 第 4 作業 部 会 
今年 度 は 、 震 災 復 興 の た め の 人 材 育成 事業 と 


連携 し た 取組 を テー マ と し 、 第 20 回 目 の 作業 部 会 
を 7 月 6 日 に 開催 し 、 今年 度 の 活動 計画 と 地域 リ 
ー ダ ー 像 の 提言 に つい て 検討 、 ま た 、11 月 16 
日 に は 第 21 回 目 の 作業 部 会 を 開催 し 、 今年 度 の 
活動 の 具体 化 に つい て 検討 し まし た 。 
〇 公募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 
内 外 か ら の 支援 と 被災 地域 の ニー ズ と の 
マッ チン グ な ど を 目的 と し て 新た に 設置 。 第 1 回 目 
の 作業 部 会 を 10 月 28 日 に 開催 し 、「 い わ て 公募 型 
復興 企画 (仮称 ) の スキ ー ム と ワー クシ ョ ッ プ の 基本 
方 針 に つい て 検討 。 11 月 18 日 に は 、 第 2 回 目 の 
作業 部 会 を 開催 し 、 こ の 企画 の 進め 方 や ワー クシ ョ 
ッ プ の 開催 に つい て 検討 し まし た 。 


3 会 員 の 事例 発表 
〇 周 手 県 商工 会 議 所 連合 会 

二 重 債務 問題 等 を 解決 する た め 設 置 さ れ た 「 岩 
手 県 産業 復興 相談 セン ター」 は 、 去 る 10 月 7 日 
に 89 名 体制 で 業務 を 開始 し ま し た 。11 月 21 日 
現在 で 延べ 相談 件 数 301 件 ( 実 企業 数 で 148 件 ) 
で 、 そ の うち 最も 多い の が 食品 製造 業 29 件 と な 
っ て いま す 。 去る 11 月 17 日 に は 被災 事業 者 の 
債権 買取 り 第 1 号 が 実現 し ま し た 。 











〇 岩手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 

中 央 会 に 加入 する 450 組合 2⑫4.000 社 ) の うち 
約 100 組合 が 被害 を 受け ま し た 。 まず 、 初動 で 被 
害 状況 の 把握 を 行い 、 そ の 後 、 沿岸 の 6 か 所 で 延 





























べべ 36 回 移動 中 央 会 を 開催 、200 件 を 超え る 相談 
に 対応 し まし た 。 補助 制度 の 創設 な ど 国 へ の 要望 
も 行なっ て きま し た が 、 今後 、 復興 に 向け て 新た 
な 組合 の 設立 も 予定 され て お り 、 雇用 の 創出 や 工 
場 ア パー ト の 建設 な ど に も 取り 組ん で いき ます 。 
〇 ( 財 ) い わ て 産業 振興 セン ター 

震 災 対応 コー ディ ネー ター(2 名 ) の 配置 、 総 合 相 
談 窓口 の 開設 (相談 件 数 は 119 件 ) と と も に 、 震 災 
対応 専門 家 の 派遣 (9 件 ) を し て いま す 。 また 、 中 古 設 
備 情報 の 紹介 (9 件 ) の ほか 、 金融 支 援 と し て 、 設 備 
貸与 や 利子 補給 、 高度 化 資 金 の 貸付 な ども 行っ て 
いま す 。 さら に 、 被災 企業 の た め の 空 き 工場 や 貸し 
工場 、 インキ ュ ベ ーション 施設 の 紹介 な ど 総 合 的 な 
支援 を 行っ て いま す 。 
〇 岩手 県 立 大 学 

災害 復興 支援 セン ター」 を 設置 し 、 教職 員 や 学 
生 の ボラ ンティア 活動 を 支援 する と と も に 、 中 長期 の 
課題 に 対応 する た め に 、「 地 域 政策 研究 セン タ | 
を 設置 し 、 復興 に ee 
CT を 行っ て いま す 。 また 、 

学生 ボラ ン テ ィ セ ンタ ー」 及 び 「 い わ て GINGA 一 
i RO 
数 百名 の 学生 ボラ ンティア を 受け 入れ まし た 。 
〇 岩手 銀行 

岩手 銀行 は 、 地 域 振 興 に 欠か せな い 有 力 企 業 に 
対し 、 早期 復興 を 支援 する た め 、 政策 投資 銀行 と 
共同 出資 し て 「 岩 手元 気 い っ ぱい 投資 事業 有限 責 
任 組合 」 を 設立 し まし た 。 フ ァ ン ド の 総額 は 50 
億 円 、 投 資 期間 3 年 、 存 続 期間 は 10 年 。 第 1 号 
案件 と し て 、 岩 災 に より 東北 地方 で は 唯一 と な っ 
た 水田 の 土壌 改良 に 欠か せな い ケ イカ ル 肥 料 を 
製造 販売 する 企業 へ の 投資 が 決定 し まし た 。 今後 
も 総合 的 な 支援 を し て いき ます 。 
































































































































































































































4 ディ スカ ッ シ ョ ン 
ラウ ンド テー ブル メン バー に よる ディ スカ ッ 





ショ ン は 、『 震 災 復 興 を テー マ に 、 国 の 3 次 補正 予 
算 に も 焦点 を 当て て 』 行わ れ 、 各 メ ン バ ー が か か わ 
っ て いる 組織 の 震 災 復興 へ の 様々 な 取組 な ども 紹 























介さ れ ま し た 。 
な お 、 概要 は 、 機構 の ホー ムペ ー ジ で 御覧 いた 
だ け ま す 。 








機構 の 活動 


田 全 国 水産 系 研究 者 フォ ー ラ ム の 開催 
岩手 大 学 で は 、 全 国 か ら 水 産 系 研究 者 の 知見 を 結 
集 し 、 新 た な 水産 資源 の 活用 方 策 を 探る と と も に 、 
岩手 県 の 各層 と 協同 で 、 水産 系 分 野 の 研究 拠点 形 
を 目指 し て いき ます 。 
今回 の フォ ー ラ ム は 、 水産 系 分 野 の いわ て モデ 

ル 』 と な る 新た な 研究 拠点 の 形成 に 向け た キッ クオ 
フ と し て 実施 され ます 。 
〇 日 時 : 平成 24 年 1 月 7 日 ( 土 ) 

13 : 00 て 17 : 00 
〇 会 場 : 岩手 県 沿岸 広域 振興 局 本 局 
(釜石 地区 合同 庁舎 ) 

〒026-0043 釜石 市 新町 6-50(ir0193-25-2717) 
〇 主催 : 岩手 大 学 ・ 東 京 海洋 大 学 ・ 北 里 大 学 
〇 内 容 : 基調 講演 、 主 催す る 各 大 学 の 取組 紹介 、 パ 

ネル デス カッ ショ ン 
〇 新 親 会 : 会 費 : 5.000 円 
〇 その 他 : 希望 者 は 、 翌 日 、 被 災 し た 水産 関係 施設 

を バス で 視察 で きま す 。 
〇 問合せ 先 : 岩手 大 学 三陸 復興 推進 室 
(ft 019-621-6629) 



































































































































画 平 成 23 年 度 ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー 

〇 日 時 : 平成 23 年 2 月 6 日 (月 ) 13 : 30~15 : 40 

〇 会 場 : アイ ー ナ 8 1 2 研修 室 

〇 主催 : 岩手 県 長寿 社会 振興 財団 ほか 

〇 後援 : いわ て 未来 づく り 機 構 ほか 

〇 申込 先 : ( 財 ) 岩手 県 長寿 社会 振興 財団 総務 課 
(019-625-7494) silvers@rose. ocn. ne. jp 






































いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 





会 員 各 機関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 









































に 変更 が あっ た ら 、 事 務 局 の 和 山 まで お 知ら せく だ さい 。 











な お 、 平 成 23 年 4 月 1 日 より 、 事 務 局 NM 政策 地域 部 に 移転 し まし た 。 











電 話 : 019-629-5217 (FAX019-629-5254) 











E-mail : t- wayama@pref.iwate.jp 











〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 


ホー ムペ ー ジ http:/Mwatemirai.com/ 会 員 用 ホー ムペ ー ジ http:/vatemirai.com/xoops/ 














